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「プロセスなんかいらないよ。無駄なド

キュメントを強要されて生産性が落ち

るだけだもの」

プログラマ代表の声が聞こえてきま

した。ごもっとも。私も、プログラマ

の人権を無視した無茶苦茶なプロセス

の下に、どう考えても誰も読まないド

キュメントを徹夜で書かされたことが

あります。あの日会議室の椅子を並べ

てとった仮眠で、悔し涙で椅子を濡ら

しながら「私は絶対に偉くなってプロ

セスのない世界を作る」と誓いました。

……えーっと、現在バリバリの平社

員で、偉くなれる見込みもゼロだった

りします。毎日が肉体労働天国で、プ

ロセスのない世界は遥か彼方でまった

く見えません。

でも、プログラマを苦しめた既存プ

ロセスの問題点が明確になり、実際に

役に立つプロセスが出てきたので、私

が偉くならなくても（なれなくても）

もう大丈夫。冷静に考えてみれば、悪

いのは“既存の”プロセスであってプ

ロセス“そのもの”ではないわけです

し。今の私は、「適切なプロセスは我々

プログラマにとっても有効」だと考え

ています。

というわけで、本稿では、既存のプロ

セスが拠りどころとしているソフトウ

ェア工学の問題について考察し、ソフト

ウェア工学以外の解決策を模索し、日

本ユニシス株式会社（以下日本ユニシ

ス）の解答である開発方法「LUCINA

for .NET」のプロセス部分の概要を説

明します。

最初に、IEEEによるソフトウェア工

学の定義を。

ソフトウェア工学とは、ソフトウェ

アを開発／運用／保守するために

適用される、体系的かつ規則化さ

れた定量的アプローチのこと。すな

わち、ソフトウェアに対して工学を

適用することである
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実にもっともらしく聞こえます。そ

して、ソフトウェア工学が成果を上げ

た事例も豊富に存在しているのです。

たとえば、1969年から1975年にかけ

て開発されたSAFEGUARD弾道ミサイ

ル防衛プロジェクト。64,484人月の大

規模プロジェクトで、低水準言語のコ

ードを人月あたり34.8ステップ作成し

ました。

たとえば、NASAのスペースシャトル

のソフトウェア開発。年あたりの予算

は3,500万ドル（1$＝120円で42億円）

でソースコードは420,000行。直近11回

の改訂で発見された欠陥はわずか17個

でした。ちなみに、この規模だと通常

は5,000個程度の欠陥が出ると言われて

います。

「ちょっと待て。数字がおかしくない

か？」

おっしゃる通り。これらのプロジェ

クトでの成功の定義は「安全なシステ

ムを構築することができた」というも

のなのです。数万人月とか年あたり数

十億円とか、こんな常識はずれの数字

が並んでいることは問題とはしていま

せん。つまり、期間やコストなどのリ

ソースは無制限という前提を立てて、

安全性を追求しているのです。

人命がかかわっている軍や政府のプ

ロジェクトであれば、この前提は正し

いでしょう。そもそも税金使い放題な

わけですし。しかし、商用目的のソフ

トウェアではこんな前提は通用しませ

ん。ビジネスで利益を上げるためにソ

フトウェアを作るわけで、利益とはつ

まるところプロフィットからコストを

引いたものなのですから、コストに直

結するリソースを無制限につぎ込める

場合など存在しないのです。

整理しましょう。ソフトウェア工学

では、以下のトレードオフが必要にな

ります。

・十分な品質を得るには、膨大なリソ

ースが必要

・リソースを抑えると、品質は大きく

下がってしまう

商用アプリケーション開発にソフト

ウェア工学を適用する場合は、このト

レードオフを調整しなければなりませ

ん。しかし、調整の結果は、ちょっと

は安くなったけどやっぱり高額で低品

質なアプリケーションとなってしまい

ます。ソフトウェア工学を採用するな

ら、リソースを制限するわけにはゆか

ないのです。

「つまり、ソフトウェア工学は商用アプ

リケーション開発には適用できない

の？」

おっしゃる通り。ソフトウェア工学は

一部の洒落にならないプロジェクトで

は有効でしょうが、それ以外のプロジ

ェクトでは意味を持たないと考えます。

軍隊のやり方を民間にそのまま持って

くるのは無理があります。そもそも、ソ

フトウェア工学という単語は1967年に

NATO（北大西洋条約機構）の研究会

で発明されたものです。生まれも育ち

も軍隊。会社に来たら隣の席にランボ

ーが座っていて、銃口を突きつけられ

て仕事をするなんて嫌でしょ？

「それだけ問題があるということは、出

発点が間違っているのでは？」

おっしゃる通り。一般の工業とソフ

トウェア開発は大きく異なるので、工

学を単純に適用することは難しいと考

えます。

一般の工業の“製造”に相当するソ

フトウェア開発の工程は“ビルド”な

のです。工場のベルトコンベアと同じ

やり方が通用するのは、「Visual Studio

.NETで［ビルド］-［ソリューションの

ビルド］を選択してしばし待つ」とい

う部分だけなのです。

一般の工業では製造の自動化を推し

進めています。しかし、ビルドを自動

化するなどというのはソフトウェア開

発では当たり前の話。一般の工業と比

較してソフトウェア開発は非常に進ん

でいると結論できます。よって、通常

のプロジェクトに工学を追加する必要

は少ないと考えます。

そう、ソフトウェア開発という作業

は、工場の製造ラインの設計に相当す

るのです。製造ラインの設計は単純労

働では不可能ですよね？ソフトウェア

開発も同じです。ソフトウェア開発を

ベルトコンベア式の誰でもできる単純

作業に分解することはできないのです。

ソフトウェア工学が忘れていること、

それは我々プログラマが人であるとい

うことです。

プログラマなら誰でも知っているよ

うに、優れたプログラマはそうでない
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